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「パタゴニア風力　-　水素計画」調査報告

2005/05/19

第１１５回定例研究会

液体水素輸送・貯蔵について

川崎重工業㈱　技術研究所

神谷　祥二

2

「パタゴニア風力水素計画」調査日程

・3/15 :  ｻﾝﾀｸﾙｽﾞ州知事、ﾋﾟｺ　ﾄﾙｶﾝﾄﾞ市長訪問

・3/16 : 風車水素実験設備等見学（ﾋﾟｺ　ﾄﾙｶﾝﾄﾞ市）

・3/17:  ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ政府ｴﾈﾙｷﾞｰ長官、JAICA 訪問

　　 ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ水素協会との技術交流（ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ市）

・3/18： Capsa - Capex 社訪問（ﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ市郊外）

　　　　ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ現状調査

3パタゴニア　プロジェクト計画

出典：C.A.P.S.A,International Conference
　for Renewable Energies, June 2004)

4パタゴニア　プロジェクトの規模

・風力発電量: 16,120MW　

　　　　　　　　　（63.5 TWh /year、稼働率45%ﾍﾞｰｽ）

・水素製造液化地域：ｻﾝﾀｸﾙｽﾞ州北東部（風車建設場所に隣接

　　　　　　　　　　　　　Eolic Park (80 x 20km, 1,600km2）

・液体水素製造量 : 13.3Mm3 /year =約94万トン

　　　　　　　　　　　=2580 ton / daｙ　(WE-NET =759 ton/day)

・総工費：18billion US $ (1.98兆円）(10年間総投資額）

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進機関：　AAH (ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ水素協会)　

　　　　　　　Capsa -Capex社（ｴﾈﾙｷﾞｰ供給会社、1977設立）　　

　

5

水素製造・輸送基地

(1)水素製造・液化建設地域：ｻﾝﾀｸﾙｽﾞ州北東部

　　・ｺﾓﾄﾞﾛ　ﾘﾊﾞﾀﾋﾞｱ市(13.6万人）、ｶﾚﾀ　ｵﾘﾋﾞｱ市（3.6万人）、

　　ﾋﾟｺ　ﾄﾙｶﾝﾄ市（1.5万人）　の三角地帯

　　・港、空港、道路等のインフラが整備され、水資源が豊富

　　・天然ガスハンドリング技術経験が豊富

(2)水素製造、液化、貯蔵関連設備の仕様：不明

(3)水素輸送手段：　液体水素コンテナ（初期段階？）、

　　　　　　　　　　　タンカー、　圧縮ガスパイプライン（一部地域）
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ｻﾝﾀｸﾙｽﾞ州

ピコ　トルカンド

カラファテ

ﾘｵ ガジェゴ

ｺﾓﾄﾞﾛ　ﾘﾊﾞ ﾀ ﾋﾞｱ

ｺﾓﾄﾞﾛ　ﾘﾊﾞ ﾀ ﾋﾞｱ

ﾁｭﾌﾟｯﾄ州

デサド　川

ｶﾚﾀ　ｵﾘﾋﾞﾞｱ

ｶﾚﾀ　ｵﾘﾋﾞｱ港

風車建設地区
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7

将来の液体水素輸出港
カレタ　ｵﾘﾋﾞア港（現　漁港）

（将来の設備）

・港湾設備：　バース、ローﾃﾞﾝｸﾞ設備、重機搬入設備、水深保持（大型船用、15m?)

・液体水素貯蔵設備　、液化設備　

・その他設備：　受電設備、パージガス設備、安全施設等

9

　　概略エネルギー収支（想定）

・風力発電量　　　 ：　63.5TWh （16,120MW）

・水素製造電力量　：　42.4TWh

（液化量相当分）

・水素液化電力　 　： 11.3TWh

・その他設備関連　： 9.8TWh

エネルギー変換単位

・水素製造原単位（水電解）:  45kWh/kg  (4.0 kWh/Nm3)　

・水素液化原単位　　　　　　 : 12 kWh/kg  (1.1kWh/Nm3)　
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ＷＥ－ＮＥＴプロジェクトのエネルギー収支
水素製造-水素液化-液体水素輸送-発電

12プロジェクトの建設ステップ
（段階的に水素生産量拡大）

(1) 建設に向けたＦＳ: 経済性が成立すれば、次ステップに移行

(2) 建設Phase 1 （１～３年）：

　・風車発電量：　約1,935MW (645MW x ３年）　（定格の12%)

　・総LH2製造量:　3. 2M m3(22.7万ton）、年平均: 207ton/day 

・総工費：2.97 US B $ (3190億円）

(3) 建設Phase II （４～６年）：

　・風車発電量: 約3,870MW (1,290MW x ３年）　（定格の24 %)

(4) 建設Phase III （７～１０年）：

・風車発電量： 約10,316MW (2,579MW x ４年）　（定格の64　%)
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プロジェクトの年間投資額と総投資額

-

250

500

750

1,000

1,250

1,500

1,750

2,000

2,250

2,500

2,750

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
Year

A
n

n
u

a
l 
In

v
e

s
tm

e
n

t

M
ill

io
n

 U
$

S

-

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

C
u

m
m

u
la

ti
v
e

 I
n

v
e

s
tm

e
n

t

M
il
li
o

n
 U

$
S

Annual Investment Cumulative Investment

総工費（１０年）：１８B$　（約２兆円）

計画：　１０年（各年ごとに増設）

出典：C.A.P.S.A,International Conference
　for Renewable Energies, June 2004)

年間投資額

総投資額
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プロジェクトの現状

プロジェクト実現にむけた経済性、技術の可能性についてＦＳ

(1) Job 1 :

・水素市場調査（ｴﾈﾙｷﾞｰ需要・供給予想、水素需要予想）

(2) Job 2 ：

・水素輸送検討（液体水素を含めた他輸送媒体の効率、

経済性評価）

(3) Job 3：

　・Job1&2の結果により最適な適用技術等を検討

17

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝのCNG自動車とステーションの増加変化
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Filling Stations Vehicles - Thousands

ＣＮＧ車：120万台（2003年）

ステーション数：1140基(2003年）

（日本）

ＣＮＧ車　：約1万台（2001年）

ステーション数　：　155基（2002年）
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Rest of  the 

W orld           

(26 Countries )

13%

U.S.A.

4%

India

5%

Italy

12%

Pakistan

12%
Brazil

18%

Argentina

36%

Country
 Vehicles   

Thousand 

Argentina 1 ,200      

Brazi l 600            

Pakistan 410            

Italy 401            

India 160            

U.S.A. 130            

Rest of the W orld 

(26 Countries)
416            

Tota l 3 ,317      

天然ガス導入成功が水素ｴﾈﾙｷﾞｰ社会移行を促進

ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝのＣＮＧ車は約120万台で全世界の約36%

出典：C.A.P.S.A,International Conference
　for Renewable Energies, June 2004)天然ガス自動車保有割合

日本：１万台(200１年）
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出典：C.A.P.S.A,International Conference
　for Renewable Energies, June 2004)

Liquid Hydrogen Production by Volume (Million m3/year)

and in Energy Equivalent (TW h year)
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液体水素生産量(M m3/年）と相当熱量(TWh/年）の変化

18まとめ

・地理的条件、ｲﾝﾌﾗ整備等の面から、ﾊﾟﾀｺﾞﾆｱ地方は再生
可能エネルギーによる水素生産基地として有望。

・段階的な水素製造設備の拡張が可能。

・ＣＮＧ車導入経験から水素エネルギーへの意識が高い

豊富な水資源 豊富な風資源 広大な平坦大地


